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　１月４日から６日までの県内一周コース(45区
間271.3km)に１６郡市(オープン参加含む)が
参加し、熱戦が繰り広げられました。
　板野郡チームは、第５０回記念大会以来１０年
ぶりの総合成績準優勝となりました。
　今大会から新しく就任した坂東秀宣監督(藍
住町)は、「夢のような結果です。４５区間の全選
手が自分の役割を果たしたことと、関係者のサ
ポート、板野郡内のみなさんの応援あってのこ
とです。また来年に向け初心に返り、再びゼロ
からスタートいたします。」と語ってくれました。
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いたの　すがお
2014年2月号

２

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　めざそう部落の完全解放　●

　
十
二
月
十
三
日
（
金
）、
林
田
宏

一
氏
（
西
中
富
）
か
ら
、
冬
暖
か

く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
入
所
者
全
員
に
膝
掛
け
兼
用
マ

フ
ラ
ー
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
ご
寄
付
に
対
し
て
、

板
野
町
か
ら
林
田
氏
に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
心
あ
た
た
ま
る

思
い
や
り
に
感
謝
し
、
大
事
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
西
地
区
担
当
の
髙
田
哲
義
さ
ん

が
、
平
成
二
十
六
年
一
月
一
日
付

け
で
法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護
委

員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
平
成
二
十
八
年
十
二

月
三
十
一
日
ま
で
の
三
年
間
で

す
。
髙
田
さ
ん
は
、
昨
年
六
月
に

徳
島
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
町
民
の
中

か
ら
町
長
が
推
薦
し
、
法
務
大
臣

が
委
嘱
す
る
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
、
人
権
相
談
や
人
権
尊
重
の

た
め
の
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
人
権
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
八

　人
権
擁
護
委
員

　　　再
任
の
お
知
ら
せ
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養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
のののののののののののののののののののののののののののののののののの
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ご
寄
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付

あああああああああああああああああああああああああああああああああ
りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり
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あ
り
が
と
うううううううううううううううううううううううううううううううううう

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
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ご
ざ
い
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

髙田哲義さん

137名137名新成人
おめでとうございます
新成人
おめでとうございます
１月１２日（日）、文化の館さくらホールで、平成２６年板　１月１２日（日）、文化の館さくらホールで、平成２６年板野野

町成人式が執り行われました。板野町では、男性７４名、町成人式が執り行われました。板野町では、男性７４名、女女
性６３名の計１３７名が新たに成人の仲間入りをしました性６３名の計１３７名が新たに成人の仲間入りをしました。。
式では、玉井町長から、「社会のルールを守り、正しい　式では、玉井町長から、「社会のルールを守り、正しい姿姿

勢で、輝く明日へ勢いよく踏み出してください」と告辞が勢で、輝く明日へ勢いよく踏み出してください」と告辞がああ
り、来賓の方々からも温かい祝辞をいただきました。新り、来賓の方々からも温かい祝辞をいただきました。新成成
人の皆さんは、真剣な表情で聞き入っていました人の皆さんは、真剣な表情で聞き入っていました。。
式の最後に、中学校時代の写真や恩師からのビデオ　式の最後に、中学校時代の写真や恩師からのビデオレレ

ターがスクリーンに流れると、会場は拍手と歓声に包まれターがスクリーンに流れると、会場は拍手と歓声に包まれ、、
涙する新成人の姿もありました涙する新成人の姿もありました。。
これからの人生、新成人の皆さんには、失敗を恐れる　これからの人生、新成人の皆さんには、失敗を恐れるここ

となく、自分の意志をもって歩んでほしいと思いますとなく、自分の意志をもって歩んでほしいと思います。。

▲成人式の様子▲みんなで並んで記念写真

記念品を受け取る記念品を受け取る▶▶
溝延和也さん溝延和也さん　

▲新成人を代表して謝辞を述べ▲新成人を代表して謝辞を述べるる
末岡 和さ　末岡　和さんん



いたの　すがお
2014年2月号

３

お
知
ら
せ

●　ゴミの減量化・分別収集にご協力を　●

　
お
正
月
恒

例
の
徳
島
駅

伝
は
、
一
月

四
、
五
、
六

日
の
三
日
間

に
わ
た
り
県

内
全
域
を
巡
る
四
十
五
区
間
、
約

二
百
七
十
一
・
三
キ
ロ
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
板
野
郡
チ
ー
ム
は
、
選

手
・
ス
タ
ッ
フ
一
丸
と
な
っ
て
健

闘
し
、
総
合
成
績
準
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。

板
野
町
か
ら
の
出
場
者

ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
・
競
技
者

　
 辻
 　
　

つ
じ

 修
 
し
ゅ
う

 二
 　
　
西
中
富

じ

 

㈱
大
塚
製
薬
工
場

（
表
紙
の
写
真
一
列
目
右
か
ら
六
番
目
）

競
技
者

　
 安
  藝
 　
 雄
三
 　
　
羅
漢

あ
 
き
 

ゆ
う
ぞ
う

 

板
野
郡
陸
協

（
同
四
列
目
右
か
ら
一
番
目
）

競
技
者

　
 稲
垣
 　
　

い
な
が
き

 遥
 　
　
大
寺

は
る
か

 

京
都
光
華
女
子
大
学
三
年

（
同
二
列
目
右
か
ら
一
番
目
）

競
技
者

　
 髙
畑
 　
 勇
  人
 　
　
矢
武

た
か
は
た
 

ゆ
う
 と

 

板
野
中
学
校
三
年

（
同
三
列
目
右
か
ら
七
番
目
）

競
技
者

　
 吉
  田
 　
 顕
世
 　
　
大
寺

よ
し
 だ
 

け
ん
せ
い

 

板
野
中
学
校
三
年

（
同
三
列
目
右
か
ら
六
番
目
）

強
化
選
手

　
 榊
 
さ
か
き

 原
 　
 海
  友
 　
　
川
端

ば
ら
 

み
 
ゆ

 

板
野
中
学
校
一
年

（
同
二
列
目
右
か
ら
十
番
目
）

　
板
野
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に

　
堤
　
信
壽
氏
を
選
任

  　
板
野
町
議
会
定
例
会
が
十
二
月
六
日
よ
り
開
催
さ
れ
、
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
選
任
を
審
議
し
同
意
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
堤
信
壽
氏
（
川
端
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
二
十
五
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
平
成
二
十
八
年
十
二
月

二
十
日
ま
で
で
す
。

玉井町長からお祝いを
受けられるお二人
玉井町長からお祝いを
受けられるお二人

　板野町認定農業者連絡協議会主催で平成２２年度から実施しておりま
す、農業に従事している町内の独身男性に、女性との出会いの場を提
供する「グリーンファーム：カップリングパーティー」において知り合っ
たお二人が初めて結婚まで至り、平成２５年１２月１５日に結婚式を挙げ
られました。
　ご結婚されたのは、西中富 豊永 好史さん・川端 大前 典子さんの
お二人です。
　お二人の新しい門出にあたり、ご多幸とご健康をお祈りいたします。

　板野町認定農業者連絡協議会主催で平成２２年度から実施しておりま
す、農業に従事している町内の独身男性に、女性との出会いの場を提
供する「グリーンファーム：カップリングパーティー」において知り合っ
たお二人が初めて結婚まで至り、平成２５年１２月１５日に結婚式を挙げ
られました。
　ご結婚されたのは、西中富 豊永 好史さん・川端 大前 典子さんの
お二人です。
　お二人の新しい門出にあたり、ご多幸とご健康をお祈りいたします。

ご結婚おめでとうございますご結婚おめでとうございます

　
解
放
文
化
展
（
十
二
月
一
日
～

八
日
）、
人
権
問
題
講
演
会
（
十
二

月
七
日
）
が
文
化
の
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
人
権
問
題
講
演
会
で
は
、
町
内

の
小
・
中
・
高
校
児
童
生
徒
等
に

よ
る
意
見
発
表
や
人
権
劇
の
発
表

と
共
に
、
オ
ペ
ラ
歌
手
渡
辺
千
賀

子
さ
ん
に
よ
る
「
渡
辺
千
賀
子
の

お
は
な
し
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
多
数

の
皆
様
方
が
作
品
見
学
や
講
演
会

に
来
場
さ
れ
ま
し
た
。 

板
野
町
消
防
団
出
初
式

　
一
月
十
二
日
（
日
）、
田
園
パ
ー

ク
の
健
康
の
館
で
、
板
野
町
消
防

団
の
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
の
消
防
分
団
が
勢
ぞ
ろ
い
し

て
隊
列
を
組
み
、
勇
ま
し
い
姿
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

　
式
は
、
消
防
団
旗
の
入
場
か
ら

始
ま
り
、
功
労
者
へ
の
表
彰
状
や

感
謝
状
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
参
加

者
全
員
に
よ
る
火
の
用
心
三
唱

で
、
今
年
一
年
の
火
災
ゼ
ロ
を
願

い
ま
し
た
。

　
空
気
が
乾
燥
し
て
火
事
が
起
こ

り
や
す
く
な
る
季
節
で
す
。
皆
さ

ん
も
、
暖
房
器
具
な
ど
の
火
の
元

に
は
十
分
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

第３０回
板野町解放教育
推進強調月間

解放文化展・
人権問題講演会

▲渡辺千賀子氏▲出初式の様子

第60回記念
徳島駅伝

板野郡チーム
準優勝

第60回記念
徳島駅伝
板野郡チーム
準優勝
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お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

☎672－6099  ☎0120-783-577（フリーダイヤル）板野町消費生活相談所
むっとしたら救急！ な  や  み　 いつもないない

お問い合わせ

消 費 生 活 相 談 所 か ら の お 知 ら せ
●劇場型勧誘による買え買え詐欺に注意しましょう‼

　社債や未公開株等の儲け話に関する相談が、数年前から増加しています。共通しているのは、立場の違う
複数の業者が次々と登場する劇場型勧誘の買え買え詐欺であることです。
【相談事例】
　Ａ社よりメガソーラー（大規模な太陽光発電）事業をしているという社債購入を勧めるパンフレットが届
き、その後、証券会社を名乗るＢ社から電話で「Ａ社は将来有望な会社で、当社もＡ社の社債を購入したい
が、封筒が届いている人しか社債の購入ができない。当社に名前を貸してくれれば後でお礼をする。」という
勧誘があった。信用できるのか？
【事例への対応】
　消費者が名義貸しに応じてしまった場合、Ａ社より「名義貸しは犯罪だ！裁判をされたくなかったらお金
を支払うように！」などと脅されたりします。知らない業者から儲け話などの電話がかかってきたら、相手
にせずきっぱりと断り、信頼できる人や板野町消費生活相談所に相談しましょう。
　※買え買え詐欺では、「高価で買い取る」「謝礼をする」などと勧誘しますが、消費者が利益を得られたケー

スは１件も確認されていません。お金を支払ってしまうと取り戻すのは困難です。　
●相談受付時間  午前９時～午後３時　来所・電話・訪問での相談を受付ています。
　　月曜～土曜（土曜は電話受付のみ）＊日曜・祝日はお休みです。

１２月の相談件数は４１件でした。

　
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
の
消
費
税
率

の
改
定
（
五
％
→
八
％
）
に
伴
い
、
四
月

使
用
分
（
五
月
請
求
分
）
よ
り
上
・
下
水

道
使
用
料
を
変
更
い
た
し
ま
す
。

　
変
更
後
は
次
の
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
上
・
下
水
道
と
も
基
本
料
金
と
超
過
料

金
と
の
合
計
額
と
し
、
そ
の
額
に
十
円
未

満
の
端
数
が
生
じ
た
と
き
は
切
り
捨
て
ま

す
。

上
水
道
の
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
水
道
課
　
☎
六
七
二－

六
〇
〇
四

下
水
道
の
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
下
水
道
課
　
☎
六
七
二－

五
九
九
三

浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
家
庭
か
ら
の
生
活
排
水

を
浄
化
し
、
き
れ
い
な
水
を
放
流
す
る
装
置
で
す
。
浄
化
槽
の
機
能

を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
に
は
、
日
頃
の
維
持
管
理
が
必
要
な
た
め
、

浄
化
槽
法
に
基
づ
く
保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
を
必
ず
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

【
保
守
点
検
】

　
浄
化
槽
が
正
常
に
機
能
す
る
よ
う
に
、
装
置
の
調
整
や
修
理
の
ほ

か
消
毒
剤
の
補
充
等
を
行
い
ま
す
。
浄
化
槽
の
規
模
や
処
理
方
式
に

よ
り
必
要
な
点
検
回
数
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
保
守
点
検
は
、
専
門
的
な
知
識
や
道
具
が
必
要
な
た
め
、
県
知
事

の
登
録
を
受
け
た
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
清
掃
】

　
清
掃
は
、
浄
化
槽
に
溜
ま
る
汚
泥
の
引
き
抜
き
や
付
属
機
器
類
の

洗
浄
を
行
い
ま
す
。
浄
化
機
能
の
回
復
の
ほ
か
、
内
部
設
備
の
破
損

の
有
無
等
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

　
毎
年
一
回
以
上
の
実
施
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
市
町
村
の

許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

【
法
定
検
査
】

　
浄
化
槽
の
設
置
工
事
や
保
守
点
検
・
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
、
浄

化
槽
の
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
を
検
査
し
ま
す
。

　
浄
化
槽
を
設
置
さ
れ
て
い
る
方
は
、
毎
年
一
回
、
水
質
に
関
す
る

検
査
（
法
定
検
査
）
を
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
県
知
事
指
定

検
査
機
関
で
あ
る
公
益
社
団
法
人
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
か
ら

法
定
検
査
の
連
絡
が
あ
り
ま
す
の
で
、
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

【
検
査
実
施
期
間
】

　
二
月
二
十
日
（
木
）
か
ら
二
月
二
十
八
日
（
金
）

【
検
査
対
象
】

　
前
年
度
未
受
検
者
及
び
通
常
検
査
対
象
者

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
公
益
社
団
法
人
徳
島
県
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
六
三
六－

一
二
三
四

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
六
三
六－

一
一
二
二

超過料金基本料金
１㎥につき金額水量
1２９円1，０８０円１０㎥まで

上水道

超過料金基本料金
１㎥につき汚水量金額汚水量
１５４円８㎥～３０㎥１，２３４円８㎥まで
１７５円３０㎥～６０㎥
１９５円６０㎥～９０㎥
２２６円９０㎥以上

下水道

消
費
税
率
改
定
に
伴

　
消
費
税
率
改
定
に
伴
うう

上
・
下
水
道
使
用
料

　
上
・
下
水
道
使
用
料
のの

変
更
に
つ
い

　
変
更
に
つ
い
てて



いたの　すがお
2014年2月号

５

お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

　　　日　時：２月９日（日）
　　　　　　　午後１時から
　　　場　所：板野町文化の館
　　　　　　　さくらホール
　　　ゲスト：徳島少年少女合唱団

お問い合わせ
板野町文化の館　☎６７２－５８８８

　遠い昔から、やさしい思いを込めて歌われ受け継がれ
てきた童謡・わらべ歌・叙情歌。
　板野町では、このかけがえのない宝物を未来へ受け継
ぐため今年も「いたの童謡とわらべ歌のつどい」を開催
します。

遠い昔から やさしい思いを込めて歌われ受け継がれ

いたの童謡とわらべ歌のつどいとわ べ歌 つどいいいいいいたの と らべ のつどわわわわ いいたい の童謡とわ べ歌の ど
第 ２ 回

いたの童謡とわらべ歌のつどい
第 ２ 回

　現在休止中の病児・病後児保育に
ついては、平成２６年４月からは徳島市
等が行っている「病児・病後児保育」
に板野郡５町が参加し、相互利用でき
る予定です。
　しかしながら、平成２６年３月末まで
は事業ができない状態です。
　引き続きご迷惑をおかけしますが、
ご理解いただきますようお願いいたし
ます。

●お問い合わせ●
役場住民課　☎６７２－５９８４

現在休止中の病児 病後児保育に

病児・病後児保育の
お知らせ

（事業休止中）

病児・病後児保育の
お知らせ

（事業休止中）

　
十
二
月
十
四
日
、
板
野
町
文
化

の
館
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

ぽ
け
っ
と
に
よ
る
「
お
は
な
し
会

の
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
が
開
か
れ
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
や
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
飾
り
付
け
ら

れ
、
影
絵
、
紙
芝
居
、
絵
本
、
オ

カ
リ
ナ
演
奏
、
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
出
し
物
が
あ
り

ま
し
た
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
影

絵
「
し
あ
わ
せ
の
王
子
」
で
映
し

出
さ
れ
る
鮮
や
か
な
影
絵
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

お
は
な
し
会
の

　
ク
リ
ス
マ
ス
会

お
は
な
し
会
の

　
ク
リ
ス
マ
ス
会

◆金泉寺（三番札所）弁慶の力石
◆振袖地蔵（カヨ地蔵）
◆青石の橋
◆徳王寺
◆御番所跡
◆あせび公園（昼食）
◆あせび温泉
◆あすたむらんど
◆藍染庵（犬伏久助座像）
◆大日寺（四番札所）
◆地蔵寺（五番札所）
◆五百羅漢（地蔵寺奥の院）
◆歴史文化公園
◆田園パーク（健康の館）
◆岡上神社

ふるさと巡行バス発車ふるさと巡行バス発車
予　定　日　３月１６日（日）
参　加　費　無料
　※拝観料等が必要な場合は
　　自己負担になります

所 要 時 間　約５時間
　　　　　　（午前１０時～午後３時頃）

発 着 場 所　町民センター前

募 集 人 数　２２名

〆　切　日　２月２８日（金）
　※〆切日以前でも定員になり次第終了します
　※電話でお申し込みください
　　参加者が１０名に達しない場合、運行を中止することがあります

昼　　　食　お弁当・お茶をお持ちください

お申し込み　板野町教育委員会　☎６７２－０１３６



いたの　すがお
2014年2月号

６

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　めざそう部落の完全解放　●

お元気ですか 保健師です。お元気ですか 保健師です。
風しん抗体検査陰性者に

予防接種の費用の一部を助成します。
　風しんの流行を予防し、先天性風しん症候群の発生を防ぐために、町では風しん抗体
検査で陰性だった方が、平成２５年１０月２２日以降に風しんワクチンの予防接種を受けた
場合、その費用の一部を助成します。
１．助成対象者
　　接種日時点で板野町に住民登録があり、次の条件を満たす方
　　下記の⑴⑵のいずれかに該当する方で、徳島県風しん抗体検査無料事業にて抗体検査の結
果が陰性の方

　　⑴　妊娠を希望する、または妊娠する可能性の高い女性（妊婦は除く）。
　　⑵　昭和３９年４月２日から平成２年４月１日までに生まれた男性。　
２．助成期間
　　平成２６年３月３１日まで 　
３．助成金額
　　⑴　麻しん風しん混合ワクチンの場合　　５，０００円
　　⑵　風しん単抗原ワクチンの場合　　　　３，０００円 
　　ただし、接種費用がそれぞれの金額に満たない場合は、実際の接種費用を上限とする。　
４．助成回数　　１回限り　
５．申請の方法
　　予防接種を受けた後、下記の書類を持って、役場福祉保健課健康相談室において申請して
ください。

　　⑴　風しん抗体検査陰性であることが証明できる書類
　　⑵　予防接種にかかった費用が確認できる書類（医療機関等が発行する領収書）
　　⑶　予防接種を受けたことが確認できる書類（予防接種済証）
　　⑷　印鑑
　　⑸　接種者の振込先機関、口座番号のわかるもの　
６．健康被害について
　　予防接種は、予防接種法に基づかない任意接種となるため、健康被害が生じた場合は、独
立行政法人医療機器総合機構法に基づく救済を受けることになります。

　　※風しん抗体検査がお済みではなく、風しんワクチン予防接種希望の方は、徳島県の「風
しん抗体検査」無料事業をご利用ください。詳しくは徳島県保健福祉部健康増進課（☎
６２１－２２２８）にお問い合わせください。

　
ご
家
族
ぐ
る
み
で
交
通
事
故
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

【
加
入
対
象
者
】

町
内
に
住
民
票
の
あ
る
方
、
町
内

へ
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
方

【
保
険
料
】

■
小
・
中
学
生
　
　
六
〇
〇
円

■
そ
の
他
　
　
　
　
九
〇
〇
円

※
一
人
に
つ
き
最
大
二
口
ま
で

【
申
込
受
付
期
間
】

平
成
二
十
六
年
二
月
十
二
日（
水
）

～
三
月
三
十
一
日
（
月
）

  （
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
保
険
対
象
期
間
】

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら

一
年
間

※
今
月
号
の
折
り
込
み
の
チ
ラ
シ

　（
加
入
依
頼
書
）
に
詳
細
記
載
あ
り

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課

　
　
☎
六
七
二－

五
九
八
〇

平
成
二
十
六
年
度

町
民
交
通
傷
害

保
険
加
入
者

集募



いたの　すがお
2014年2月号

７

お
知
ら
せ

●　ゴミの減量化・分別収集にご協力を　●

　「
障
害
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
あ
り
、
統
一

さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
あ
り
ま

す
が
、「
害
」
の
字
の
否
定
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
考
慮
し
、
障
が
い
の
あ

る
人
も
な
い
人
も
お
互
い
に
理
解

し
あ
え
る
共
生
社
会
の
実
現
を
め

ざ
し
、
ひ
ら
が
な
表
記
を
取
り
入

れ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
法
令
名
や
国
等
が
定

め
た
様
式
、
医
学
用
語
や
固
有
名

詞
、
人
の
状
態
を
表
さ
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
対
象
と
し
ま
せ
ん
。

お
問
い
合
わ
せ

　
役
場
福
祉
保
健
課

　
☎
六
七
二－

五
九
八
六

　
板
野
町
で
は
、
町
が
作

成
、
発
行
す
る
文
書
等
に

お
い
て
「
障
害
」
と
い
う

言
葉
が
人
の
状
態
を
表
す

場
合
は
「
障
が
い
」
と
表

記
し
て
い
き
ま
す
。

 「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障障
ががががががががががががががががががががが
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

「
障
が
い
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」のの

ひひ
らら
がが
なな
表表
記記

に
つ
い

に
つ
い
てて

インフルエンザはみんなで予防することが大切です。
　インフルエンザは普通のかぜとは違い、注意が必要です。
　日本ではインフルエンザは１２～３月に流行します。
　日頃からの予防と、症状が出たら、早めに医療機関を受診することが大切です。

　日常生活ではまず、体調を整えて抵抗力をつけ、ウイルスに接触しないことが必要です。
　また、インフルエンザウイルスは湿度に非常に弱いので、室内を加湿器などを使って適度な
湿度に保つことは有効な予防方法です。　
インフルエンザ予防ポイント
１．栄養と休養を十分に取る
２．人ごみを避ける
３．適度な温度、湿度を保つ
４．外出後の手洗いとうがいの励行
５．マスクを着用する
６．インフルエンザワクチンの接種

　

　インフルエンザの疑いがある場合は早めに医療機関を受診しましょう。　
インフルエンザの症状について
　インフルエンザウイルスに感染した場合、約１～３日の潜伏期間の後、発症します。
　発症して約１～３日で、突然の３８℃以上の「高熱」や全身倦怠感、食欲不振などの「全身症
状」が現れます。やや遅れて、咳やのどの痛み、鼻水などの「呼吸器症状」が現れ、頭痛や吐
き気などの「消化器症状」を訴えることもあります。
　通常は１０日前後で症状が落ち着き、治癒します。

　

　インフルエンザの症状を改善するためには、「抗インフルエンザウイルス薬」の服用が有効で
す。発症後すぐに抗インフルエンザウイルス薬の服用を開始すると、発熱期間の短縮が期待で
きます。また、解熱後も、インフルエンザウイルスは体内に残っている場合があるので、解熱
後も２日間は自宅で療養しましょう。
　
お問い合わせ
　役場福祉保健課　健康相談室（町民センター内）　☎６７２－５５８０

インフルエンザを予防するには　インフルエンザを予防するには？？

インフルエンザかな？っと思った　インフルエンザかな？っと思ったらら

症状を改善するために注意することは　症状を改善するために注意することは？？



いたの　すがお
2014年2月号

８

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

　
コ
ス
モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
で
は
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
相
談
を
は
じ
め
、
遺
言
や

相
続
な
ど
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

生
活
設
計
に
関
す
る
相
談
会
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
日
時
：
奇
数
月
の
第
一
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
一
時
～
三
時

（
次
回
は
、
三
月
四
日
で
す
）

　
場
所
：
町
民
セ
ン
タ
ー

　
相
談
は
無
料
で
す
。
お
名
前
等

を
お
伺
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

　
左
記
の
鳴
門
市
・
板
野
郡
担
当

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

河
野〇

九
〇－

八
三
四
六－

三
九
八
九

多
田〇

九
〇－

七
六
二
一－

八
八
一
三

成年後見・
相続・遺言

無料相談会の
お知らせ

町民センター内「地域包括支援センター」からのお知らせ

お問い合わせ　板野町地域包括支援センター　☎６７２－１０２６

成
年
後
見
制
度
研
修
会
開
催
の
ご
案
内

　
皆
さ
ん
、
成
年
後
見
制
度
を
ご
存
じ
で

す
か
。

　
認
知
症
な
ど
で
物
事
を
判
断
す
る
能
力

が
不
十
分
に
な
っ
た
と
き
、
財
産
管
理
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
契
約
な
ど
を
本
人

の
代
わ
り
に
支
援
す
る
制
度
で
す
。

　
誰
も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生
活
で

き
る
こ
と
を
支
援
す
る
こ
の
制
度
に
つ
い

て
、
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
　
日
　
程
　
　
　
　
　
場
　
所

　
二
月
十
七
日
㈪
　
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
二
月
十
八
日
㈫
　
　
町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
二
月
二
十
五
日
㈫
　
南
公
民
館

　
時
　
間
　
午
後
一
時
三
十
分
～
二
時

※
研
修
内
容
に
つ
い
て
は
三
会
場
と
も
同
様
の
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業
～
介
護
予
防
教
室
の
ご
案
内
～

  「
転
ば
な
い
体
づ
く
り
」

　　
歳
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
筋
力
の
低
下
や
バ
ラ
ン
ス

感
覚
の
衰
え
か
ら
転
ん
で
骨
折
し
、
骨
粗
鬆
症
が
進

行
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
ま
ま
寝
た
き
り
と

な
っ
て
し
ま
う
高
齢
者
の
方
が
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
介
護
予
防
を
目
的
と
す
る
観
点
か

ら
は
「
体
操
」
が
と
て
も
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
転
ば
な
い
た
め
の
体
操
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、

み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 　
　
日
　
程
　
　
　
　
　
場
　
所

　
二
月
十
七
日
㈪
　
　
町
民
セ
ン
タ
ー

　
二
月
十
八
日
㈫
　
　
町
民
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

　
二
月
二
十
五
日
㈫
　
南
公
民
館

　
時
　
間
　
午
後
二
時
～
三
時

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。

※
飲
み
物
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

●お問い合わせ●　独立行政法人 自動車事故対策機構 徳島支所　☎631－7799●お問い合わせ●　独立行政法人 自動車事故対策機構 徳島支所　☎631－7799

※義務教育終了まで育成資金が
　無利子で借りられます。
　対　象　者　　自動車事故により死亡または重

度後遺障害者となられた方の0
歳から中学校卒業までのお子様

　
貸付金額　　一　時　金　155,000円
　　　　　　毎　　　月　　20,000円
　　　　　　入学支度金　　44,000円
　
返済期間　　中学卒業後20年以内
　　　　　　（高校・大学等に進学する場合

は、卒業まで返済開始は猶予）

【交通遺児等へ育成資金貸付け】
対　象　者　　自動車事故が原因で、脳・脊髄また

は胸腹部臓器を損傷し重度の後遺障
害を持ったために、常時または随時
の介護が必要な状態にある方

　
支給金額　　①常時の介護が必要な方のうち、「重

度後遺障害診断書」で症状が「最重
度」であると認められた方

　　　　　　　月額 68,440円～ 136,880円
　　　　　　②上記①以外で常時の介護が必要な方
　　　　　　　月額 58,570円～ 108,000円
　　　　　　③随時の介護が必要な方
　　　　　　　月額 29,290円～ 54,000円

【重度後遺障害者へ介護料支給】付 】】 度 支度【重度度 害者遺障度後遺障害者 料支介護者 介護料支 】支給】

～自動車事故被害者への援護制度～～自動車事故被害者への援護制度～

遺児等 育成遺【交通【交通遺遺児 成等へ児等へ育成成資金貸資金貸付貸貸付

～～ご存じですか？ご存じですか？
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お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

　
文
化
財
防
火
デ
ー
に
ち
な
み
、

一
月
二
十
四
日
、
川
端
の
 妙
 
み
よ
う

 薬
  寺
 

や
く
 じ

で
、
文
化
財
防
火
訓
練
が
あ
り
、

約
七
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
発
煙
機
着
火
、「
火
事
だ
！
」、

一
一
九
番
通
報
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー

に
よ
る
初
期
消
火
、 宝
  物
 搬
出
、

ほ
う
 も
つ

消
防
隊
に
よ
る
放
水
、
そ
し
て
鎮

火
と
、
見
事
な
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で

し
た
。

　
そ
の
後
、
消
防
署
員
か
ら
、
消

火
器
の
使
い
方
の
説
明
が
あ
り
、

地
元
の
皆
さ
ん
十
数
人
の
、
テ
キ

パ
キ
と
し
た
消
火
実
習
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　国民年金は、所得が少ないときや失業等により保険料を納付することが経済的に困難な場合、保険
料の免除を申請することができます。
　平成２６年４月からは、過去２年１カ月分の免除申請ができるようになります。

◆国民年金保険料の免除申請ができる対象期間が拡大されます◆

国民年金からのお知ら国民年金からのお知らせせ

　○これまでは、過去分の国民年金保険料の免除（※）が受けられる期間は、申請の直前の７月（学
生納付特例は直前の４月）までの１年以内でした。

　○平成２６年４月からは、申請時点の２年１カ月前の月分まで申請できるようになります。

【失業などの特例免除の対象期間も拡大されます】
　○災害・失業などを理由とした免除（特例免除といいます）は、これまでは、申請時点の年度また

は前年度に災害・失業などの理由があることが条件となっていました。
　○平成２６年４月からは、災害・失業などの前月から災害・失業などがあった年の翌々年６月までの

期間について、特例免除の申請ができるようになります。（平成２６年３月以前にあった災害・失業
も対象となりますが、過去分の審査対象期間は、２年１カ月前までです）

【申請方法は】
　役場住民課（☎６７２－５９８４）または徳島北年金事務所（☎６５５－０９２０）に申請してください。
　必要な添付書類など、詳しくは、上記の申請先までお問い合わせください。

　（※）「免除」とは、全額免除、一部免除（３／４、半額、１／４）、若年者納付猶予、学生納付特例
のことです。

◆ご注意ください◆
　○２年１カ月前の月分まで免除申請をすることができますが、申請が遅れると万一の際に障害年金

などを受け取れない場合や失業などの特例免除が受けられない場合がありますので、すみやかに
申請してください。

　○申請期間に対応する前年所得に基づき、審査を行いますので、免除が承認されない場合がありま
す。

　　なお、全額免除と一部免除は配偶者および世帯主、若年者納付猶予は配偶者についても所得審査
を行います。配偶者や世帯主が失業などに該当する場合も免除を受けられる場合があります。

過去２年間に国民年金保険料の未納期間がある方へ

遺
産
を
守
れ
！

　―
文
化
財
防
火
訓
練―
遺
産
を
守
れ
！

　―
文
化
財
防
火
訓
練―

みんなで力を合わせたバケツリレー
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お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　めざそう部落の完全解放　●

開
　催
　日
　
十
二
月
六
日

開
催
場
所
　
健
康
の
館
ア
リ
ー
ナ

結
　
　
果

　
優
　
勝
　
板
野
フ
レ
ン
ズ

　
準
優
勝
　
ク
レ
ヨ
ン
 

落札率金額（税込み）担当課業者名委託業務箇所委　 託　 業　 務　 名番号

８７.２４%５,６７０,０００円建設課㈱フジタ建設コ
ンサルタント

板 野 町 吹 田 ス ー
パーリッチランド

平成２５年度　町単独土木事業
構造物詳細設計業務１

５５.７７%６０９,０００円教育委員会阿部建築事務所板野町大寺平成２５年度
板野町民プール改修工事監理業務２

平成２５年１２月２６日入札

落札率金額（税込み）担当課業者名工事箇所工　　　　事　　　　名番号

８８.９８%１８,６５８,５００円教育委員会㈲森電気商会板野町那東平成２５年度　板野町町民ふれあい
プラザ太陽光発電設置工事１

８９.９３%３５,８０５,０００円教育委員会㈱金岡組板野町大寺平成２５年度　板野町民プール改修
工事２

８７.６９%２２,３９３,３５０円教育委員会㈱月岡組板野町犬伏
（第１分割）

平成２５年度　板野町学校給食セン
ター（仮称）敷地造成工事３

８９.００%５,０３６,８５０円教育委員会㈲石井工務店板野町犬伏
（第２分割）

平成２５年度　板野町学校給食セン
ター（仮称）敷地造成工事４

平成２５年１２月２６日入札

　
平
成
　
年
度

２５

　
　
板
野
町
長
旗
争
奪

　
　
　
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

「「
板
野
フ
レ
ン

板
野
フ
レ
ン
ズズ
優
勝
」

優
勝
」

入札結果をお知らせします
落札率金額（税込み）担当課業者名工事箇所工　　　　事　　　　名番号

８６.４４%２,３６８,８００円建設課㈲橋本土建板野町唐園
赤沢宅の所

平成２５年度　町単独土木事業
道路工事１

８６.９３%９２１,９００円建設課㈱金岡組板野町中久保
老人憩の家東

平成２５年度　町単独土木事業
道路工事２

８６.９１%１,５０５,７００円建設課㈱吉岡組板野町吹田体育セン
ターの所　他１件

平成２５年度　町単独土木事業
排水工事３

８７.２６%１,０３５,３００円建設課小山建設㈲板野町那東
高原宅の所

平成２５年度　町単独土木事業
排水工事４

８７.１２%１,９６６,６５０円建設課㈲橋本土建板野町中久保
長尾鉄工の所１工区

平成２５年度　町単独土木事業
排水工事５

８６.７６%２,０４９,６００円建設課㈱月岡組板野町中久保
長尾鉄工の所２工区

平成２５年度　町単独土木事業
排水工事６

８７.１８%７,３５９,４５０円水道課㈱池田組板野町下庄平成２５年度　板野町下庄地区
配水管布設替工事（１工区）７

９１.０６%９,８１０,１５０円水道課東條商事㈱板野町下庄平成２５年度　板野町下庄地区
配水管布設替工事（２工区）８

８４.７４%８,５７７,４５０円水道課㈲吉建板野町大坂平成２５年度　大坂ポンプ場
送水管布設替工事（１工区）９

８４.９６%８,５８１,６５０円水道課㈲山本建設板野町大坂平成２５年度　大坂ポンプ場
送水管布設替工事（２工区）１０

平成２５年１２月１９日入札

徳島ヴォルティス徳島ヴォルティス

　３月１日（土）、２０１４Ｊ１リーグディビジョン１のシーズンが開幕し
ます。
　徳島ヴォルティスは、サガン鳥栖（佐賀）とベストアメニティスタ
ジアムでのアウェーゲームで開幕を迎えます。
　ポカリスエットスタジアムでの開幕戦は、３月８日（土）、対セレッ
ソ大阪戦です。
　Ｊ１に昇格した徳島ヴォルティスを皆さんで盛り上げましょう。

第１節　３月１日（土）
　　　　　サガン鳥栖 vs 徳島ヴォルティス
　　　　　ベストアメニティスタジアム
第２節　３月８日（土）
　　　　　徳島ヴォルティス vs セレッソ大阪
　　　　　鳴門・大塚スポーツパーク　ポカリスエットスタジアム

J1J1
2014 Ｊリーグ ディビジョン１ シーズン開幕2014 Ｊリーグ ディビジョン１ シーズン開幕

徳島ヴォルティス
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お
知
ら
せ

●　ゴミの減量化・分別収集にご協力を　●

町
民
ス
ポ
ー
ツ

町
民
ス
ポ
ー
ツS

P
O
R
T
S

プログラムの詳細につきましては、健康の館（☎672－3333）へお気軽にお問い合わせください。

板板野野ぴぴょょんん太太ススポポーーツツククララブブ
土金木水火月日

1
２月は、イベント、大会がたくさんあり、教室やサークルのお休みが増えます。
ご不明な点は、事務局まで確認をお願いします。　
エアロビクス、和太鼓倶楽部、健康ウォーキング倶楽部会員募集中！

Jｒ.テニス教室
中級テニス教室
Jｒ.バドミントン教室（体育センター）
プチ☆チアダンス（南公民館）
スリムアップ教室（南公民館）

8765432

Jｒ.バドミントン教室（体育センター）
スリムアップ教室（南公民館）

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンドゴルフ
羽とびクラブ

ショートテニス教室
入門テニス教室
楽しいテニスサークル

さわやかテニス
初級テニス
バウンドテニス

カローリングサークル
気軽にバドミントン
元気スポーツ教室
グラウンドゴルフ
ピンポンクラブ
羽とびクラブ
初級バドミントン教室
○体質改善エアロ（プラザ）

1514131211109
Jｒ.テニス教室
中級テニス教室
Jｒ.バドミントン教室（体育センター）
プチ☆チアダンス（南公民館）
スリムアップ教室（南公民館）

G・G月例大会

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンドゴルフ
羽とびクラブ

ショートテニス教室
入門テニス教室
楽しいテニスサークル

さわやかテニス
初級テニス
バウンドテニスグラウンドゴルフ

○体質改善エアロ（プラザ）

22212019181716
Jｒ.テニス教室
中級テニス教室
Jｒ.バドミントン教室（体育センター）
プチ☆チアダンス（南公民館）
スリムアップ教室（南公民館）

カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンドゴルフ
羽とびクラブ
ファミリースポーツ教室

ショートテニス教室
入門テニス教室
楽しいテニスサークル

さわやかテニス
初級テニス
バウンドテニス

カローリングサークル
気軽にバドミントン
元気スポーツ教室
グラウンドゴルフ
ピンポンクラブ
羽とびクラブ
初級バドミントン教室
○体質改善エアロ（プラザ）

282726252423
カローリングサークル
気軽に卓球
気軽にバドミントン
グラウンドゴルフ
羽とびクラブ

ショートテニス教室
入門テニス教室
楽しいテニスサークル

さわやかテニス
初級テニス
バウンドテニス

カローリングサークル
気軽にバドミントン
グラウンドゴルフ
ピンポンクラブ
羽とびクラブ
初級バドミントン教室
○体質改善エアロ（プラザ）
元気スポーツ教室

スポーツ少年団サッカー・
フットサル大会（健康の館・
スポーツガーデン使用不可）

県婦人カローリング大会準備の
ため午後より健康の館使用不可

穂波園剣道大会
（健康の館終日使用不可）穂波園

剣道大会
準備のため
健康の館
使用不可

スポーツ少年団
サッカー・

フットサル大会
（健康の館・
スポーツガーデ
ン終日使用不可）

県婦人連合
カローリング
大会（健康の館
終日使用不可）

県ファミリー
バドミントン
大会（健康の館
終日使用不可）

　
ぴ
ょ
ん
太
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
競
技
の
総
ま
と
め
と
し

て
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
三
人
一
チ
ー
ム
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
人
数
に
満
た
な
い
場
合

は
、
事
務
局
で
調
整
い
た
し
ま
す
。
日
頃
か
ら
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
を
楽
し
ん

で
い
る
方
、
ま
た
こ
れ
か
ら
何
か
を
始
め
た
い
方
、
皆
様
の
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
県
外
か
ら
の
招
待
チ
ー
ム
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
交
流
を
は
か
り
ま
し
ょ
う
！
豪
華
賞
品
も
あ
り
ま
す
。

日
　
時
　
三
月
九
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
八
時
三
〇
分
～
　
受
付

　
　
　
　
午
前
九
時
～
　
　
　
　
開
会
式
・
ゲ
ー
ム
開
始

参
加
費
　
一
人
　
五
百
円
　
ぴ
ょ
ん
太
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
　
一
人
　
三
百
円

　
　
　
　（
保
険
代
お
よ
び
参
加
賞
代
含
む
）

持
ち
物
　
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
・
飲
み
物
・
タ
オ
ル

申
込
締
め
切
り
　
三
月
一
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
四
十
チ
ー
ム
（
百
二
十
名
）

　
日
頃
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い
る
方
、
ま
だ
経
験
の
な
い

方
、
ゴ
ル
フ
は
経
験
が
あ
る
け
ど
も
う
体
力
に
自
信
の
な
い
方
、
老
若
男

女
で
楽
し
く
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

日
　
時
　
三
月
二
十
三
日
（
日
）

　
　
　
　
午
前
八
時
三
〇
分
～
　
　
受
付

　
　
　
　
午
前
八
時
四
十
五
分
～
　
開
会
式
・
ゲ
ー
ム
開
始

参
加
費
　
一
人
　
二
百
円
（
保
険
代
お
よ
び
参
加
賞
代
含
む
）

申
込
締
め
切
り
　
三
月
十
日
（
月
）

　お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
の
館
　
ぴ
ょ
ん
太
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
☎
六
七
二－

三
三
三
三

「「「「「「「「「「「「「「「「
イイイイイイイイイイイイイイイイ
ツツツツツツツツツツツツツツツツ
キキキキキキキキキキキキキキキキ
カカカカカカカカカカカカカカカカ
ッッッッッッッッッッッッッッッッ

「
イ
ツ
キ
カ
ッ
プププププププププププププププププ

カカカカカカカカカカカカカカカカ
ロロロロロロロロロロロロロロロロ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
リリリリリリリリリリリリリリリリ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ググググググググググググググググ
交交交交交交交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流流流流流流流
大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会
」」」」」」」」」」」」」」」」
開開開開開開開開開開開開開開開開

　
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
交
流
大
会
」
開
催催催催催催催催催催催催催催催催催

「「「「「「「「「「「「「「「「
トトトトトトトトトトトトトトトト
ヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨヨ
トトトトトトトトトトトトトトトト
ミミミミミミミミミミミミミミミミ
カカカカカカカカカカカカカカカカ
ッッッッッッッッッッッッッッッッ

「
ト
ヨ
ト
ミ
カ
ッ
プププププププププププププププププ

ググググググググググググググググ
ララララララララララララララララ
ウウウウウウウウウウウウウウウウ
ンンンンンンンンンンンンンンンン
ドドドドドドドドドドドドドドドド
ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ
ルルルルルルルルルルルルルルルル
フフフフフフフフフフフフフフフフ
大大大大大大大大大大大大大大大大
会会会会会会会会会会会会会会会会
」」」」」」」」」」」」」」」」
開開開開開開開開開開開開開開開開

　
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
開
催催催催催催催催催催催催催催催催催

三
月
九
日
（
日
）

三
月
二
十
三
日
（
日
）



いたの　すがお
2014年2月号

１２

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

　
板
野
町
羅
漢
の
旧
四
国
遍
路
道

 沿
 い
に
、
古
い
「
 観
  応
 」
年
代

ぞ
 

か
ん
 の
う

（
一
三
五
〇
～
一
三
五
二
）に
 刻
 ま
き
ざ

れ
た
 板
  碑
 が
建
っ
て
い
る
。

い
た
 び

　
そ
の
刻
ま
れ
た
紀
年
か
ら
、

「
観
応
の
板
碑
」と
呼
ば
れ
て
い
る

が
、
天
皇
が
武
家
方
北
朝
の
崇
光

天
皇
（
和
暦
観
応
）、 公
  家
 方
が
南

く
 
げ

朝
の
後
村
上
天
皇
（
和
暦
正
平
）

で
 相
 
あ
い

 争
 い
、
戦
乱
の
続
い
た
南
北

あ
ら
そ

朝
時
代
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
紀
年
か
ら
、
今
か
ら
約
六
百
六

十
年
前
に
 建
 
こ
ん

 立
 さ
れ
た
訳
だ
。
そ

り
ゆ
う

の
当
時
、
県
北
の
板
野
町
 辺
 り
あ
た

は
、
北
朝
方
に
支
配
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
判
る
。

　
板
野
町
に
と
っ
て
、
古
い
貴
重

な
歴
史
的
文
化
遺
産
の
ひ
と
つ

だ
。
板
碑
の
横
の
板
野
町
役
場
の

標
柱
で
、
昭
和
四
十
九
（
一
九
七

四
）
年
二
月
に
、
町
の
史
跡
と

な
っ
て
い
る
。

　
板
碑
の
中
央
の
 梵
  字
 （「
 種
  子
 」

ぼ
ん
 じ
 

し
ゆ
 じ

と
も
い
う
）
は
、
現
在
は
っ
き
り

と
目
視
で
き
る
。
し
か
し
そ
の

 造
 っ
た
人
や
、
建
て
た
年
、
願
文
、

つ
く法

名
な
ど
は
、
長
い
歳
月
に
青
石

の
表
面
が
雨
風
で
 摩
  滅
 し
、
判
読

ま
 め
つ

が
難
し
い
。
こ
こ
の
 種
  子
 は
、
真

し
ゆ
 じ

言
宗
の
胎
蔵
界
、
金
剛
界
の
 大
  日
 

だ
い
 に
ち

 如
  来
 を

に
よ
 ら
い

 表
 し
て
い
る
。

あ
ら
わ

　『
板
野
町
史
』
に
よ
る
と
、
刻
ま

れ
た
文
字
は
「
右

造
立
意
趣
者
相
迎

先
考
幽
儀
観
応
第

三
・
二
月
十
三
日

沙
弥
第
三
年
追
善

為
頓
証
仏
果
故
也

　
道
阿
敬
白
」
と

さ
れ
る
。
な
ん
と

な
く
判
っ
た
よ
う

で
い
て
、
判
読
が
難
し
い
。
死
者

追
善
 供
  養
 の
た
め
、
観
応
三
年
に

く
 よ
う

建
て
た
こ
と
は
、
な
ん
と
な
く

判
っ
て
く
る
。
刻
ま
れ
た
文
字
か

ら
、
ほ
ぼ
板
碑
の
要
件
を
 満
 た
し

み

て
い
る
こ
と
が
判
る
。

　
私
た
ち
が
亡
く
な
っ
た
人
の
追

善
の
法
事
の
折
、
寺
で
作
ら
れ
、

供
養
を
し
た
の
ち
、
墓
の
裏
側
に

建
て
る
木
の
板
の
 卒
  塔
  婆
 を
、
石

そ
 
と
 
ば

と
し
て
作
り
変
え
た
の
が
、
板
碑

と
考
え
て
よ
い
。

　
木
製
の
卒
塔
婆
は
、
歳
月
を
 重
 
か
さ

ね
て
い
く
と
、 朽
 ち
果
て
る
。
石

く

で
作
る
と
、
裏
面
に
刻
ま
れ
た

「
 偈
 」
と
い
わ
れ
る
、

げ

 仏
 の
徳
な
ど

ほ
と
け

を
ほ
め
た
た
え
た
文
字
な
ど
は
、

少
し
ず
つ
摩
滅
し
、
読
み
づ
ら
く

な
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
そ
の
ま

ま
残
り
、板
碑
は
永
久
性
が
あ
る
。

　
全
国
的
に
板
碑
は
、
十
三
世
紀

前
半
（
院
政
時
代
）
頃
か
ら
、
十

七
世
紀
初
頭
（
 足
  利
 時
代
後
期
）

あ
し
 か
が

に
か
け
造
ら
れ
た
、
石
の
塔
の
ひ

と
つ
の
型
だ
。
全
国
に
分
布
し
、

阿
波
で
も
板
碑
の
材
料
と
な
る
緑

泥
片
岩
―
青
石
が
産
出
さ
れ
、
板

碑
も
多
い
。
板
野
町
矢
武
の
金
剛

院
に
も
、
古
い
応
永
四
（
一
四
〇

七
）
年
記
銘
が
、
一
基
残
さ
れ
て

い
る
。

　
板
碑
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の

特
色
も
あ
る
。
関
東
地
方
の
青
石

塔
婆
は
、
約
三
万
基
が
存
在
す
る

と
さ
れ
て
い
る
。

　
羅
漢
の
観
応
の
板
碑
も
、
青
石

で
造
ら
れ
、
板
状
の
頭
部
を
三
角

形
に
し
、
上
か
ら
順
々
に
二
本
の

横
線
、
梵
字
（
 種
  子
 ）、
仏
の
画
像

し
ゆ
 じ

な
ど
が
刻
ま
れ
る
。
梵
字
の
下
に

は
、 蓮
 の
花
模
様
の
置
き
台
も
刻

は
す

む
。羅
漢
の
板
碑
に
蓮
台
は
な
い
。

　
板
碑
を
造
る
目
的
は
、
両
親
や

近
親
者
の
供
養
、
逆
修
板
碑
と
呼

ば
れ
る
、
生
前
に
自
ら
の
死
後
の

供
養
の
た
め
造
立
す
る
も
の
も
あ

る
。
鎌
倉
時
代
は
前
者
が
多
く
、

室
町
時
代
は
後
者
が
多
か
っ
た
。

　
造
っ
た
階
層
は
、
鎌
倉
時
代
が

上
層
の
在
地
領
主
が
多
い
。
十
五

世
紀
以
降
は
、
農
民
層
の
供
養
塔

も
多
く
な
っ
て
く
る
。

　
羅
漢
の
板
碑
の
場
合
、
ど
う
い

う
目
的
で
建
て
ら
れ
た
も
の
か
、

想
像
す
る
の
も
楽
し
い
。

　
板
碑
の
正
面
に
刻
ま
れ
た
梵
字

―
 種
  子
 は
、
真
言
宗
密
教
で
は
、

し
ゆ
 じ

そ
の
一
字
一
字
に
無
量
の
義
―
宗

教
心
が
 沸
 い
て
く
る
と
い
わ
れ
、

わ

草
木
の
 種
  子
 に
た
と
え
ら
れ
た
名

し
ゆ
 し

称
だ
と
さ
れ
る
。

　『
板
碑
入
門
』（
小
沢
国
平
著
国

書
刊
行
会
昭
和
五
十
三
年
十
月

刊
）
に
よ
る
と
、
板
碑
は
、

　
―
板
仏
、
平
仏
、
青
石
塔
婆
、

板
石
塔
婆
な
ど
の
名
が
あ
り
、
多

く
は
扁
平
な
石
材
で
、
そ
の
頂
部

を
三
角
形
に
切
り
、
そ
の
上
部
に

横
に
二
線
、
ま
た
は
切
り
込
み
が

あ
る
。

　
と
あ
る
。『
板
野
町
史
』に
よ
れ

ば
、
板
碑
の
高
さ
約
二
メ
ー
ト

ル
、
横
幅
四
十
セ
ン
チ
、
厚
さ
七

セ
ン
チ
と
な
っ
て
い
る
。

　
私
は
正
月
明
け
早
々
、
こ
の
羅

漢
の
板
碑
を
訪
ね
た
。
脇
に
は
江

戸
期
の
地
蔵
や
、
四
国
遍
路
道
を

示
す
古
い
石
柱
も
あ
る
。

　
こ
の
板
碑
、
長
い
歳
月
、
遍
路

道
の
 脇
 に
建
ち
つ
く
し
、
四
国
遍

わ
き

路
を
見
続
け
て
い
る
。

堤
　
高
数

其
の 

三
十
五

ふ
る
さ
と
板
野
歴
史
散
歩

羅
漢
観
応
の
板
碑
を
幻
視
す

羅
漢
 観
応
 の
 板
  碑
 を
幻
視
す
るる

か
ん
の
う
 

い
た
 び

羅漢観応の板碑



いたの　すがお
2014年2月号

１３

お
知
ら
せ

●　受けようがん検診　受けよう特定健診　●

ま
ち
の
う
ご
き
平
成
２6
年
1
月
24
日
現
在

人口のうごき

手作り講座
お手玉うさぎ

彩りギャラリー
2月は“パッチワーク”です。

平成２6年2月19日（水）午前１０時～

　彩りの舘では、「彩りギャラリー」の
コーナーにおいて毎月様々な作品を展
示し、皆様のお越しをお待ちしています。

彩りの舘周辺で、給食センターの建設工事をして
います。通行の際はご注意ください。

＊材料代５００円が必要です。
＊参加希望の方は、彩りの舘まで事前に
　申し込んでください。
　お問い合わせ　彩りの舘　☎６７２－５４４５

日時

彩りの舘場所

針・糸・はさみ持参する物

彩りの舘からのお知らせ

前月比合　計南地区西地区東地区

△　56,6921,7131,2483,731男

△157,2591,7901,3794,090女

△2013,9513,5032,6277,821合　計

　　35,5151,3031,0243,188世　帯

氏
　
　
　
　
　
名

高

原

豈

幸

有

田

ツ

ネ

松
　

尾
　

ツ

ヤ

子

中

山

定

子

小

林

忠

良

上

田

量

之

岡
　

田
　

ミ

ヤ

ヱ

岡
　

田
　

シ

ズ

ヱ

石
　

川
　

チ

ヱ

コ

香

美
　

一

漆

原

通

雄

久

住

君

子

堤
　

　

　

ツ

ル

コ

上
　

田
　

コ

ス

ヱ

年
　
　
齢

　９３　８９　８５　８６　８４　７４　１０５　８１　９３　９０　７８　８５　１０２　９７

住
　
　
所

大
　
　
寺

古
　
　
城

下
　
　
庄

古
　
　
城

大
　
　
寺

犬
　
　
伏

下
　
　
庄

下
　
　
庄

川
　
　
端

大
　
　
寺

川
　
　
端

唐
　
　
園

川
　
　
端

中
　久
　保

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
すす

夫
　
の
　
氏
　
名

安
　
藤
　
　
　
徹

市
　
原
　
慎
太
郎

住
　
　
所

大
　
　
寺

鳴
　門
　市

妻
　
の
　
氏
　
名

桐
　
山
　
由
　
実

中
　
村
　
　
　
愛

住
　
　
所

高
　知
　県

大
　
　
寺

親
　
の
　
氏
　
名

橋
　
本
　
雅
　
之
　
・
　
美
　
歩

高
　
橋
　
良
　
輔
　
・
　
史
爾
歌

鳥
　
羽
　
宏
　
和
　
・
　
鋭
　
子

長
　
濵
　
純
　
一
　
・
　
静
　
香

川
　
上
　
和
　
之
　
・
　
裕
　
子

日
　
下
　
祐
　
作
　
・
　
里
　
実

棚
　
田
　
正
　
幸
　
・
　
瑞
　
恵

石
　
本
　
拓
　
也
　
・
　
　
望
　

子
　の
　名

 瑛
 　
 太
 

エ
イ
 

タ

 良
 　
 結
 

ラ
 

ム

 柚
 　
 希
 

ユ
ズ
 

キ

 彰
 　
 星
 

ア
キ
 

セ

 珠
 　
 花
 

シ
ュ
 

カ

 蒼
 　
 介
 

ソ
ウ
 

ス
ケ

 芙
 　
 杏
 

フ
ウ
 

ア

 俊
 　
シ
ュ
ン

 翔
 
ト

住
　
　
所

川
　
端

下
　
庄

矢
　
武

唐
　
園

犬
　
伏

川
　
端

犬
　
伏

大
　
寺

性
　別

男女女男女男女男

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
すす

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま

ご
結
婚
お
祝
い
い
た
し
ま
すす



いたの　すがお
2014年2月号

１４

お
知
ら
せ

●　守ろう人権　みんなの幸せ　めざそう部落の完全解放　●

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
2

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

の
予
定

月
3

日56789　10　11　12　13　14　15　16
曜
日水木金土日月火水木金土日

行
　
事
/
事
　
業

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

第
２
回
い
た
の
童
謡
と
わ
ら
べ
歌
の
つ
ど
い
（
文
化
の
館
・
さ
く
ら
ホ
ー
ル
）　
午
後
１
時
～

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

建
国
記
念
の
日

巡
回
職
業
相
談
（
総
合
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分
   

３０

４０

心
配
ご
と
行
政
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

１
歳
６
ヶ
月
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
～
１
時
　
分
１５

お
話
し
会
（
文
化
の
館
・
図
書
館
）　
午
後
２
時
　
分
～
３
時

３０

資
源
ご
み
･
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

日123456789　10
曜
日土日月火水木金土日月

行
　
事
/
事
　
業

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

心
配
ご
と
児
童
・
福
祉
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
３
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

１
歳
６
ヶ
月
児
聴
力
検
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
前
９
時
　
分
～
９
時
　
分

１５

３０

啓
蟄

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

徳
島
ヴ
ォ
ル
テ
ィ
ス
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
（
鳴
門
）

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

Ca
le
nd
ar

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
行
事
を
書
き
込
ん
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。



いたの　すがお
2014年2月号

１５

お
知
ら
せ

●　ゴミの減量化・分別収集にご協力を　●

日　17　18　19　20　21　22　23　24　25　26　27　28
曜
日月火水木金土日月火水木金

行
　
事
/
事
　
業

雨
水

特
設
人
権
出
前
相
談
（
南
公
民
館
）　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１２

心
配
ご
と
法
律
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
２
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

２
歳
児
歯
科
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
１
時
～
１
時
　
分
１５

元
気
で
い
こ
よ
運
動
教
室
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

大
坂
口
御
番
所
跡
開
館
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

資
源
ご
み
・
大
型
複
合
（
粗
大
）
ご
み
持
込
回
収
（
板
野
町
環
境
セ
ン
タ
ー
）　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

心
配
ご
と
交
通
事
故
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
４
時
（
受
付
２
時
　
分
ま
で
）

３０

３０

乳
児
計
測
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
前
９
時
～
９
時
　
分
３０

乳
児
健
康
診
査
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
受
付
午
後
０
時
　
分
～
１
時
　
分

４５

１５

栄
養
・
歯
科
相
談
（
町
民
セ
ン
タ
ー
）　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

当
番
医

担
当
時
間

　
平
日
：
　
時
～
　
時
　
分

１８

２２

３０

　
休
日
：
９
時
～
　
時
　
分

２２

３０

担
当
時
間
以
外
の
深
夜
の
救
急

　
北
島
町
　
き
た
じ
ま
田
岡
病
院（
全
日
対
応
で
す
が
、確
認
す
る
こ
と
。）

　
藍
住
町
　
稲
次
整
形
外
科
病
院（
水
曜
日
・
土
曜
日
　
受
診
前
に
要
電
話
連
絡
）

　
板
野
町
　
東
徳
島
医
療
セ
ン
タ
ー（
対
応
日
は
確
認
す
る
こ
と
。）

月2　月
日56789　10　11　12　13　14　15　16　17　18　19　20　21　22　23

曜
日水木金土日月火水木金土日月火水木金土日

病
院
名

健
生
き
た
じ
ま

ク
リ
ニ
ッ
ク

こ
ま
つ
ば
ら

整

形

外

科

ル
ナ
ウ
イ
メ
ン
ズ

ク
リ
ニ
ッ
ク

か
ま
だ
眼
科

浜

病

院

高
田
整
形
外
科
病
院

中
村
耳
鼻
咽
喉
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

く
ぼ
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

香

川

内

科

森

本

医

院

三
木
ク
リ
ニ
ッ
ク

健
生
き
た
じ
ま

ク
リ
ニ
ッ
ク

中
川
整
形
外
科

稲
次
整
形
外
科
病
院

浜

病

院

安

芸

内

科

清

水

内

科

有

住

内

科

ク
リ
ニ
ッ
ク

清

水

内

科

住
所
/
電
話
番
号

北
島
町

6
9
8－

9
6
2
9

北
島
町

6
9
8－

5
1
0
8

北
島
町

6
9
7－

2
3
2
2

松
茂
町

6
7
8－

8
5
8
5

藍
住
町

6
9
2－

2
3
1
7

北
島
町

6
9
8－

8
6
8
9

北
島
町

6
9
7－

3
2
1
3

北
島
町

6
7
8－

7
1
4
1

藍
住
町

6
9
2－

9
7
7
0

藍
住
町

6
4
1－

4
1
4
1

北
島
町

6
9
8－

5
1
5
7

北
島
町

6
9
8－

9
6
2
9

藍
住
町

6
4
1－

2
2
8
8

藍
住
町

6
9
2－

5
7
5
7

藍
住
町

6
9
2－

2
3
1
7

藍
住
町

6
9
2－

6
1
1
1

藍
住
町

6
9
2－

8
9
0
0

北
島
町

6
9
8－

8
6
5
5

藍
住
町

6
9
2－

8
9
0
0

月2　月3　月
日　24　25　26　27　28123456789　10

曜
日月火水木金土日月火水木金土日月

病
院
名

わ
た
な
べ
皮
膚
科

奥

村

医

院

山
田
眼
科
藍
住

矢

野

医

院

山

根

眼

科

堀
口
整
形
外
科

ル
ナ
ウ
イ
メ
ン
ズ

ク
リ
ニ
ッ
ク

板
東
整
形
外
科

西
條
耳
鼻
咽
喉
科

富
本
小
児
科
内
科

中
山
産
婦
人
科

内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

オ

ク

ム

ラ

藤
本
ク
リ
ニ
ッ
ク

く
ぼ
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク

鶴
岡
内
科
胃
腸
科

住
所
/
電
話
番
号

藍
住
町

6
9
2－

9
2
1
1

藍
住
町

6
9
2－

2
4
0
3

藍
住
町

6
9
2－

8
1
1
8

藍
住
町

6
9
2－

4
4
1
1

藍
住
町

6
9
2－

8
1
7
1

北
島
町

6
9
8－

5
1
1
1

北
島
町

6
9
7－

2
3
2
2

藍
住
町

6
9
2－

5
1
5
1

藍
住
町

6
9
2－

8
7
1
1

藍
住
町

6
9
2－

7
2
2
8

藍
住
町

6
9
2－

0
3
3
3

藍
住
町

6
9
2－

4
7
7
1

北
島
町

6
9
8－

0
3
0
3

北
島
町

6
7
8－

7
1
4
1

藍
住
町

6
9
2－

6
8
8
6

※
休
日
・
夜
間
緊
急
病
院
は
、
変
更
し
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
電
話
し

て
か
ら
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。



いたの　すがお
2014年2月号

１６

お
知
ら
せ

●　人を傷つけるラクガキはやめましょう　●

丈
夫
な
体
づ
く
り
を

大
坂
分
園
・
分
校

はばたけ
未来っ子
はばたけ
未来っ子

 「
あ
と
一
周
で
、
十
周
だ
。
せ
こ

い
け
ど
、
が
ん
ば
る
ぞ
。」

　
十
一
月
の
半
ば
か
ら
、
お
は
よ

う
さ
わ
や
か
マ
ラ
ソ
ン
が
始
ま

り
ま
し
た
。
五
分
間
曲
に
合
わ

せ
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
運
動
場
を

走
っ
て
い
ま
す
。
分
園
の
四
人

も
、
分
校
の
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ

ん
に
負
け
ま
い
と
息
を
は
ず
ま

せ
て
一
生
懸
命
で
す
。

　
十
二
月
十
七
日
に
は
、
本
校
で

マ
ラ
ソ
ン
記
録
会
が
あ
り
ま
し

た
。
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
た
ち

が
、
十
一
月
の
記
録
よ
り
も
よ
く

な
っ
て
、
毎
日
の
努
力
の
成
果
が

表
れ
た
と
、
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
休
み
時
間
に
は
、
三
学
期
の
縄

跳
び
検
定
に
向
け
て
、
い
ろ
い
ろ

な
技
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

「
二
重
跳
び
が
で
き
た
よ
。」

と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ

る
子
も
い
ま
す
。

　
分
園
の
子
ど
も
た
ち
も
、
分
校

の
子
ど
も
た
ち
か
ら

 「
こ
う
い
う
ふ
う
に
な
わ
を
回
し

　
て
と
ぶ
ん
よ
。」

と
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
、
楽
し

く
前
跳
び
を
練
習
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
マ
ラ
ソ
ン
や
縄

跳
び
・
ボ
ー
ル
遊
び
な
ど
の
運
動

を
通
し
て
、
十
一
人
が
励
ま
し
合

い
な
が
ら
、
寒
さ
に
負
け
な
い
体

力
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
お
は
な
し
会
 

日
時
　
二
月
十
五
日
（
土
）

　
　
　
午
後
二
時
三
〇
分
～

会
場
　
文
化
の
館
　
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

内
容
　
紙
芝
居
や
絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　
　
無
料
で
す
。

　●
新
し
く
は
い
る
本
 

陽
だ
ま
り
の
家
 

渡
辺
　
淳
一
／
著

春
、
戻
る
 

瀬
尾
ま
い
こ
／
著

左
目
に
映
る
星
 

奥
田
亜
希
子
／
著

首
折
り
男
の
た
め
の
協
奏
曲

 

伊
坂
幸
太
郎
／
著

月
光
の
誘
惑
 

赤
川
　
次
郎
／
著

阿
修
羅
 

真
山
　
　
仁
／
著

教
授
と
少
女
と
錬
金
術
師

 

金
城
　
孝
祐
／
著

透
明
人
間
に
な
っ
た
男
の
子
の
は
な
し

 

サ
リ
ー
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
／
作

さ
よ
な
ら
の
ド
ラ
イ
ブ

 

ロ
デ
ィ
・
ド
イ
ル
／
作

し
あ
わ
せ
な
ワ
ニ
く
ん

か
ん
ち
が
い
レ
ス
ト
ラ
ン

 

神
沢
　
利
子
／
作

あ
た
ら
し
い
子
が
き
て
 岩
瀬
　
成
子
／
作

え
を
か
く
か
く
か
く

 

エ
リ
ッ
ク
・
カ
ー
ル
／
作
・
絵

が
っ
こ
う
の
お
ば
け
ず
か
ん

 

斉
藤
　
　
洋
／
作
 

「
と
ま
ど
い
本
能
寺
の
変
」

 

岩
井
三
四
二
／
著

　
信
長
が
死
ん
だ
！
そ
の
時
、
家
臣
や

敵
将
た
ち
は
…
…
？
突
然
の
大
事
件
に

右
往
左
往
す
る
人
々
の
悲
哀
と
滑
稽
さ

を
共
感
た
っ
ぷ
り
に
描
く
連
作
歴
史
小

説
。

　「
あ
な
た
の
マ
マ
は
ね
」

 

ケ
リ
ー
・
ベ
ネ
ッ
ト
／
文

　
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
・
マ
マ
・
あ
な
た

（
孫
娘
）3
人
の
心
あ
た
た
ま
る
家
族
の

物
語
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
孫
娘
に
ア
ル

バ
ム
を
見
な
が
ら
語
り
ま
す
。

2月・3月の休館日　表中　　
こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
冬
は
暖
房
器
具
を
使
う
機
会

も
多
く
な
り
、
空
気
も
乾
燥
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
火
災
が
発

生
し
や
す
く
、
あ
っ
と
い
う
間

に
燃
え
広
が
っ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
、
ス

ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か

ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
側
を
離
れ

る
と
き
は
必
ず
火
を
消
す
な
ど

を
習
慣
に
し
、
か
け
が
え
の
な

い
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に

も
、
火
の
元
に
は
十
分
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

あ
と
が
き

№
215

文
化
の
館
だ
よ
り

マラソンの練習がんばるぞ！

※2月9日は童謡とわらべ歌のつどいのため休館です。

縄跳び、どれだけ跳べるかな？

2 月
土金木水火月日
1
8765432
1514131211109
22212019181716

282726252423

3 月
土金木水火月日
1
8765432
1514131211109
22212019181716
29282726252423

3130


